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製造業の高度化に向けた重大プロジェクト

パッケージの実施に関する通知 
 

【要点】 

○ 中国国家発展改革委員会、工業情報化部は、2016年5月18日に共同で「製造業の高度化に向けた

重大プロジェクトパッケージの実施に関する通知」（中国語名「关于实施制造业升级改造重大工

程包的通知」、以下「通知」）を発表した。 

○ 中国の製造業は、改革・開放を契機に急速な発展を遂げてきたが、「強みが乏しい」、「自己革

新力が弱い」、「生産方式が効率性や精緻さを欠く」等、様々な問題に突き当たっている。製造

業が中国経済の担い手、技術革新の主戦場とされている現在、「製造大国」から「製造強国」へ

の転換を図ろうとしている中国政府が、目標達成のための重要な一環として企業の自己革新力の

増強、新製品の拡大と先進的生産能力の向上、資源・エネルギーの有効利用、クリーン・安全な

生産の促進等に資する重大プロジェクトパッケージを発表したのが、この「通知」である。 

○ 「通知」では、重大プロジェクトパッケージ（計10分野）が明示された。それは、①スマート化

改造（計4項目、製造現場のデジタル化等）、②基礎能力の向上（計5項目、重点分野の高度化等）、

③グリーン製造の普及（計6項目、エネルギー利用の効率化等）、④ハイエンド設備の開発（計

10項目、先進的な軌道交通設備等）、⑤新素材の開発（計6項目、先端材料の開発等）、⑥航空

宇宙開発能力の向上（計6項目、汎用航空機の製造能力向上等）、⑦電子情報分野での高度化（計

7項目、主力企業の育成等）、⑧品質・ブランド力の向上（計3項目、消費財の多様化と品質・ブ

ランド力向上等）、⑨製造業のサービス化（計3項目、工業クラウドサービスの向上等）、⑩重

要な産業基地の建設（計5項目、石化・化学工業・鉄鋼基地の建設等）である。 

○ 「通知」では、重大プロジェクトパッケージの実施要項も示された。具体的には、①政策支援の

強化（政府調達における国産品比率の向上等）、②技術・標準の役割強化（工業技術・標準体系

の確立等）、③政府の投資方式の最適化（産業投資ファンドを通じた技術革新の促進等）、④金

融支援の革新（担保融資制度・リスク補償メカニズムの健全化等）、⑤投資プロジェクトに対す

る管理強化（国家重点プロジェクトのデータベース化による民間投資の促進等）、である。 
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【構成(概要)】 

「製造業の高度化に向けた重大プロジェクトパッケージの実施に関する通知」 

（発改産業[2016]1055号） 

成立日：2016年5月13日、発表日：2016年5月18日 

1.全体方針・主要任務：製造業は長足の発展を遂げてきたが、「強みが欠けている」、「自己革新

力が弱い」、「生産方式が効率性や精緻さを欠く」といった問題を抱えている。「中国製造2025」

等に基づき、「市場主導＋政府誘導」、「足場固め＋長期的展望」、「革新駆動＋協調的発展」

の堅持の下、今後3年間（2016～2018年）に重大プロジェクトパッケージを実施し、一定規模以

上の製造企業の年平均付加価値伸び率を＋7％以上、技術改造投資の同伸び率を＋15％前後に引

き上げるとともに、企業の自己革新力、製造業全体に占める新製品・先進的生産能力の割合、資

源・エネルギー利用効率の向上やクリーン・安全生産のレベルアップ等の目標を達成する。 

2.重大プロジェクトパッケージ（計10分野）：①スマート化改造（計4項目、製造現場のデジタル

化等）、②基礎能力の向上（計5項目、重点分野・製品の高度化・モデル化等）、③グリーン製

造の普及（計6項目、生産過程のクリーン化、エネルギー・水資源利用の効率化等）、④ハイエ

ンド設備の開発（計10項目、海洋プロジェクト用設備およびハイテク船舶、先進的軌道交通設備、

高性能医療機器、ハイエンドNC旋盤、現代農業機械設備、省エネ・新エネルギー自動車等）、⑤

新素材の開発（計6項目、先進的な金属・有機・無機非金属・複合材料の開発、先端材料〈3Dプ

リンター用材料等〉の開発等）、⑥航空宇宙開発能力の向上（計6項目、地域間輸送用旅客機や

汎用航空機の製造能力の向上、商業用航空宇宙関連製品の開発等）、⑦電子情報分野での高度化

（計7項目、モノのインターネット・クラウドコンピューティングの推進、主力企業の育成等）、

⑧品質・ブランド力の向上（計3項目、消費財の多様化と品質・ブランド力の向上等）、⑨製造

業のサービス化（計3項目、工業クラウドサービスの向上等）、⑩重要な産業基地の建設（計5

項目、石化・化学工業・鉄鋼基地の建設、船舶基地の高度化、産業の戦略的移転の促進等）。 

3.実施要項：政策支援の強化（政府調達における国産品比率の向上等）、技術・標準の役割強化（工

業技術・標準体系の確立等）、政府の投資方式の最適化（産業投資ファンドを通じた技術革新の

促進等）、金融支援の革新（担保融資制度・リスク補償メカニズムの健全化等）、投資プロジェ

クトに対する管理強化（国家重点プロジェクトのデータベース化による民間投資の促進等）。 

 

＊中国語全文は、http://gys.ndrc.gov.cn/gyfz/201605/t20160518_802018.html 

から入手可能（2016年6月27日アクセス） 

以 上 
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